



























前後に、表情認知時における脳活動を fMRI によって計測したところ、STS において、快・不快の乳児顔
表情に対する有意な賦活の変化が見られた 4 ）。これらの結果より、青年期成人における乳児表情顔認知に
おける脳活動の違いには個人の性格特性や育児経験の有無等が影響していることが示唆され、さらなる検


















た。 NEO-PI-R は人格 5 因子モデルに基づく質問紙法の人格テストで、質問は240問あり、個人の性格特
性を、開放性（O: Openness）、誠実性（C: Conscientiousness）、外向性（E: Extraversion）、調和性（A: 
Agreeableness）、神経症傾向（N: Neuroticism）の 5 つの次元でとらえるものである。この尺度は性格特
性を測定するために現在国内外で広く使用されている 5 ）。 アンケートの項目は、 5 段階のリッカート尺












ト 3 ）の 4 名（男女各 2 名）の乳児画像を用いた。一方、成人画像は、Fujimura et al. の顔表情データベー
ス 7 ）より 4 名（男女各 2 名）の顔画像を選び、使用した。これら、乳児と成人それぞれ、 4 名× 4 表情
の写真を呈示刺激とした。






2. 4 　fNIRS 計測
脳機能計測は、静寂な実験室において行われた。対象者は背もたれの高い椅子に寄りかかる安定した座
位姿勢で、1.5m 前方にある刺激呈示用モニター（画面サイズ21インチ）を注視するよう指示された（Fig. 
1 （b））。計測は、多チャンネル fNIRS 装置（ETG-4000、日立メディコ）を使用し、52チャネルホルダー
を前頭部から両側頭部にかけて装着した。最下列のプローブを国際10-20法の Fp1-Fp 2 ラインとなるよう
配置した（Fig. 1 （c））。本研究における大脳皮質の解剖学的な部位とチャンネル位置の対応は先行研究
の 8 ）のバーチャルレジストレーション結果を参考とした。









動態反応の遅れを考慮して、課題開始後 5 秒後から課題終了 5 秒後までの12秒の区間を「時間窓」として
解析対象とした。Fig. 2 に示すように、この時間窓には、課題ブロック中の oxyHb 濃度変化量増加のピー

































Area Channel No. BA R-L 部位名 abbreviation region
1 32,43 21 R 中側頭回 R_MTG 21 - Middle Temporal gyrus
2 1,11 40 R 縁上回 R_SPG 40 - Supramarginal gyrus part of Wernicke's area
3 22 22 R 上側頭回 R_STG 22 - Superior Temporal Gyrus
4 33 48 R 海馬後支脚野 R_RS 48 - Retrosubicular area
5 12 43 R 一次味覚皮質 R_SBC 43 - Subcentral area
6 44 38 R 側頭極 R_TP 38 - Temporopolar area
7 2,23 6 R 前運動野 R_PMC 6  - Pre-Motor and Supplementary Motor Cortex
8 24,34 45 R 下前頭回三角部 R_TRI 45 - pars triangularis Broca's area
9 13 44 R 下前頭回弁蓋部 R_OPC 44 - pars opercularis, part of Broca's area
10 3,4,5,14,15,25,35,45 9 R 前頭前野背外側部 R_DLPFC 9  - Dorsolateral prefrontal cortex
11 26,36,46 10 R 前頭極 R_FP 10 - Frontopolar area
12 47 11 R 眼窩前頭野 R_OF 11 - Orbitofrontal area
13 16,37 10 中央（Fpz） 前頭極 C_FP 10 - Frontopolar area
14 48 11 L 眼窩前頭野 L_OF 11 - Orbitofrontal area
15 27,38,49 10 L 前頭極 L_FP 10 - Frontopolar area
16 6,7,8,17,18,28,39,50 9 L 前頭前野背外側部 L_DLPFC 9  - Dorsolateral prefrontal cortex
17 29,40 45 L 下前頭回三角部 L_TRI 45 - pars triangularis Broca's area
18 19 44 L 下前頭回弁蓋部 L_OPC 44 - pars opercularis, part of Broca's area
19 51 38 L 側頭極 L_TP 38 - Temporopolar area
20 9,30 6 L 前運動野 L_PMC 6  - Pre-Motor and Supplementary Motor Cortex
21 41 48 L 海馬後支脚野 L_RS 48 - Retrosubicular area
22 20 43 L 一次味覚皮質 L_SBC 43 - Subcentral area
23 42,52 21 L 中側頭回 L_MTG 21 - Middle Temporal gyrus
24 31 22 L 上側頭回 L_STG 22 - Superior Temporal Gyrus








NEO-PI-R の結果に基づく、対象者の 5 次元の性格特性のスコアの基本統計量を Table 2 に示す。各ス
コアは40から160の範囲に分布していた。また各スコアの平均値及び標準偏差は日本人大学生の標準的標
本 5 ）から得られたものと近似していた。
NEO-PI-R の各次元スコア間の相関を Table 3 に示す。開放性（O）と外向性（E）のスコア（r = 0.41, 
p < 0.01）及び調和性（A）と開放性（O）のスコア（r = 0.32, p < 0.05）の間には有意な正の相関が認め




脳機能計測した各チャネルの oxyHb 濃度変化量のタスク依存性を対象者ごとに調べた。乳児の 3 種類







Factors Mean S.D. Range
Neuroticism（N） 111.8 23.0 54-165
Extraversion（E） 107.0 18.8 74-150
Openness（O） 113.4 16.0 79-159
Agreeableness（A） 113.2 16.2 76-155
Conscientiousness（C） 98.7 22.5 41-143
Factors N E O A C
N －
E 0.01 －
O 0.02 0.41** －
A -0.22 0.25 0.32* －
C -0.42** 0.18 -0.26 0.26 －
* p < 0.05,  ** p < 0.01
Table 2 　NEO-PI-R の結果の基本統計量
Table 3 　NEO-PI-R の 5 次元間の相関
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3. 3 　性格スコアと脳賦活の関係
脳機能計測した52の各チャネルのΔ oxyHb と 5 次元の性格特性スコアの相関を 6 種類の課題（呈示し
た乳児・成人× 3 種類の顔表情）ごとに調べた。一例として、成人の sad 顔と外向性（E）の相関マップ





や強い正の相関があることを示している。また、Fig. 4 （b）, Fig. 4 （c）は、Table 1  で示した脳部位
のグルーピングとチャネルを対応させたものである。
対象者全50名における、 5 次元の性格特性と 6 種類の顔表情課題における脳賦活との相関の全体像を









注） 上から乳児の happy, neutral, sad の表情を見ている時の脳の賦活。図中の数値はチャネル番号。各チャネルの
色及び濃淡は右のスケールに対応した oxyHb 濃度。























また、Table 1 に従って52のチャネルを脳の部位ごとに分類し（Fig. 4 （b）と Fig. 4 （c）を参照）、
それぞれの部位ごとの平均Δ oxyHb と 5 次元の性格特性との相関を調べた。その結果を Fig. 6 に示す。
各グラフの横軸の数字は、右下の脳部位の番号に対応する。また、縦軸は相関係数を示す。図の左側に位
Fig. 4 　刺激画像を見ている時の脳の賦活と外向性（E）スコアの相関の例
注） （a）各チャネルの E スコアとの相関（b）チャネル配置上の脳の部位ごとのグルーピング（c）脳の部位ごとの
グルーピング、番号は Table 1 の [Area] に対応。
Fig. 5 　刺激画像を見ている時の脳の賦活と各性格特性との相関の例
注） A-happy の A は成人、I-happy の I は乳児、happy, neutral, sad はそれぞれ表情の種類  





























Right Left r: 相関係数
注）(a) 各チャネルのEスコアとの相関 (b) チャネル配置上の脳の部位ごとのグルーピング








Fig. 5  刺激画像を見ている時の脳の賦活と各性格特性との相関の例
注）A-happyのAは成人、I-happy のIは乳児、happy, neutral, sad はそれぞれ表情の種類




係数0.0の線をはさんで上下内側の線）が 5 % 有意水準、黒線（相関係数0.0の線をはさんで上下外側の線）
が 1 % 有意水準を表す。既に述べたように、外向性（E）、調和性（A）のスコアの高い人が、sad 顔に対
して前頭前野の中心部付近の賦活が高くなる傾向にあることがこの図からも分かる。特に、乳児の sad 顔
に対して、 1 ％の有意水準で相関が認められた。また、成人の neutral 顔（グラフ中の Aneu: Adult-
Neutral）に対して、開放性（O）、外向性（E）、調和性（A）の性格特性と右側頭部の脳賦活との間に負
の相関が認められた。これらの性格特性のスコアの高い対象者の活性化マップを見ると右側頭部の













注） 各グラフ右下にある凡例の Ahap の A は成人、Ihap の I は乳児、hap（happy）, neu（neutral）, sad はそれぞれ表情の種類。N, E, O, A, C はそれ
ぞれビッグ・ファイブの 5 次元。各グラフの横軸の数値は、右下の脳部位の分類の数値に対応している。また、グラフの縦軸は相関係数である。
Fig. 6   顔表情の種類ごとの脳部位の と性格特性との相関
注）各グラフ右下にある凡例のAhapのAは成人、Ihap のIは乳児、hap(happy), neu(neutral), sad はそれぞれ表
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